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【 手 続 補 正 １ 】
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 下 部 電 極 と 、 前 記 下
部 電 極 に 対 向 し て 形 成 さ れ た 上 部 電 極 と 、 前 記 下 部 電 極 と 前 記 上 部 電 極 と の 間 に 形 成 さ れ
た 強 誘 電 体 又 は 高 誘 電 体 よ り な る 容 量 絶 縁 膜 と か ら 構 成 さ れ た 容 量 素 子 に お い て 、
　 前 記 下 部 電 極 、 前 記 容 量 絶 縁 膜 及 び 前 記 上 部 電 極 は 、 少 な く と も 、 上 面 に 第 １ の 水 素 バ
リ ア 膜 が 配 置 さ れ て い る 層 間 絶 縁 膜 に 設 け ら れ た ホ ー ル の 形 成 さ れ て お り
、
　 前 記 上 部 電 極 の 上 覆 う よ う に 、 前 記 第 １ の 水 素 バ リ ア 膜 と 接 す る 第 ２ の 水 素 バ リ ア
膜 を 配 置 し
　 て い る こ と
を 特 徴 と す る 容 量 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ホ ー ル の 側 壁 に は 、 前 記 第 １ の 水 素 バ リ ア 膜 と 接 す る 第 ３ の 水 素 バ リ ア が 配 置 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 容 量 素 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ホ ー ル の 下 側 に 上 面 が 前 記 ホ ー ル の 底 部
以 上 の 大 き さ を 有 す る 第 ５ の 水 素 バ リ ア 膜
　 前 記 第 ５ の 水 素 バ リ ア 膜

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 容 量 素 子 。

基 板 上 の 下 層 絶 縁 膜 を 貫 通 す る コ ン タ ク ト プ ラ グ の 上 に 形 成 さ れ 、

内 壁 及 び 底 部 に

面 を
、

前 記 コ ン タ ク ト プ ラ グ と 前 記 下 部 電 極 と の 間 に 導 電 性 水 素 バ リ ア 膜 を 配 置 し

膜

前 記 導 電 性 水 素 バ リ ア 膜 は 、 前 記 ホ ー ル の 底 部 に 形 成 さ れ た 第 ４ の 水 素 バ リ ア 膜 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 容 量 素 子 。

前 記 導 電 性 水 素 バ リ ア 膜 は 、 配 置 さ れ た 、
で あ り 、

の 下 面 は 、 前 記 コ ン タ ク ト プ ラ グ の 上 端 と 接 し 、 上 面 は 前 記 下
部 電 極 と 接 し て い る １ 又 は



【 請 求 項 ５ 】
　

【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ４ の 水 素 バ リ ア 膜 と 前 記 コ ン タ ク ト プ ラ グ と の 間 に 、 上 面 が 前 記 ホ ー ル の 底 部 以
上 の 大 き さ を 有 す る 第 ５ の 水 素 バ リ ア 膜 が さ ら に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
３ に 記 載 の 容 量 素 子 。
【 請 求 項 ７ 】
　

【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 プ ラ グ の 最 上 層 に は 、 第 ７ の 水 素 バ リ
ア 膜 が 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 容 量 素 子 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 下 層 絶 縁 膜 の 最 上 層 に は ６ の 水 素 バ リ ア 膜 が
配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 容 量 素 子
。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ の 水 素 バ リ ア 膜 の 上 面 の 高 さ よ り も 高 く 延 び

こ と を 特 徴 と す る 容 量 素 子 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 下 部 電 極 、 前 記 容 量 絶 縁 膜 、 及 び 前 記 上 部 電 極 は 、 前 記 第 ３ の 水 素 バ リ ア 膜

沿 う よ う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 容 量 素 子 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ の 水 素 バ リ ア 膜 の 上 面 か ら 前 記 第 ２ の 水 素 バ リ ア 膜 の 最 上 面 ま で の 高 さ は 、 ２
０ ｎ ｍ か ら ２ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 容 量 素 子 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 ４ の 水 素 バ リ ア 膜 は 、 水 素 の 拡 散 防 止 膜 で あ る と 共 に 酸 素 の 拡 散 防 止 膜 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 容 量 素 子 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ の 水 素 バ リ ア 膜 は 、 Ｓ ｉ Ｎ 、 Ｓ ｉ Ｏ Ｎ 、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｏ 、 Ｔ ａ Ａ ｌ Ｏ 、
Ｔ ｉ Ｓ ｉ Ｏ 、 及 び Ｔ ａ Ｓ ｉ Ｏ の う ち の い ず れ か １ つ の 材 料 又 は 複 数 の 材 料 を 含 ん で い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 容 量 素 子 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 ２ の 水 素 バ リ ア 膜 は 、 Ｓ ｉ Ｎ 、 Ｓ ｉ Ｏ Ｎ 、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｏ 、 Ｔ ａ Ａ ｌ Ｏ 、
Ｔ ｉ Ｓ ｉ Ｏ 、 Ｔ ａ Ｓ ｉ Ｏ 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｏ Ｎ 、 Ｔ ｉ Ｓ ｉ Ｎ 、 Ｔ ｉ Ｓ ｉ Ｏ Ｎ 、 Ｔ ａ
Ａ ｌ Ｎ 、 Ｔ ａ Ａ ｌ Ｏ Ｎ 、 Ｔ ａ Ｓ ｉ Ｎ 、 Ｔ ａ Ｓ ｉ Ｏ Ｎ 、 Ｔ ｉ 及 び Ｔ ａ の う ち の い ず れ か １ つ
の 材 料 又 は 複 数 の 材 料 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 容 量 素 子 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 ３ の 水 素 バ リ ア 膜 は 、 Ｓ ｉ Ｎ 、 Ｓ ｉ Ｏ Ｎ 、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｏ 、 Ｔ ａ Ａ ｌ Ｏ 、
Ｔ ｉ Ｓ ｉ Ｏ 、 Ｔ ａ Ｓ ｉ Ｏ 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｏ Ｎ 、 Ｔ ｉ Ｓ ｉ Ｎ 、 Ｔ ｉ Ｓ ｉ Ｏ Ｎ 、 Ｔ ａ
Ａ ｌ Ｎ 、 Ｔ ａ Ａ ｌ Ｏ Ｎ 、 Ｔ ａ Ｓ ｉ Ｎ 、 Ｔ ａ Ｓ ｉ Ｏ Ｎ 、 Ｔ ｉ 、 及 び Ｔ ａ の う ち の い ず れ か １
つ の 材 料 又 は 複 数 の 材 料 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 容 量 素 子 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 ４ の 水 素 バ リ ア 膜 は 、 Ｓ ｉ Ｎ 、 Ｓ ｉ Ｏ Ｎ 、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｏ 、 Ｔ ａ Ａ ｌ Ｏ 、
Ｔ ｉ Ｓ ｉ Ｏ 、 Ｔ ａ Ｓ ｉ Ｏ 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｏ Ｎ 、 Ｔ ｉ Ｓ ｉ Ｎ 、 Ｔ ｉ Ｓ ｉ Ｏ Ｎ 、 Ｔ ａ
Ａ ｌ Ｎ 、 Ｔ ａ Ａ ｌ Ｏ Ｎ 、 Ｔ ａ Ｓ ｉ Ｎ 、 Ｔ ａ Ｓ ｉ Ｏ Ｎ 、 Ｔ ｉ 、 及 び Ｔ ａ の う ち の い ず れ か １
つ の 材 料 又 は 複 数 の 材 料 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 容 量 素 子 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 ５ の 水 素 バ リ ア 膜 は 、 Ｓ ｉ Ｎ 、 Ｓ ｉ Ｏ Ｎ 、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｏ 、 Ｔ ａ Ａ ｌ Ｏ 、
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前 記 導 電 性 水 素 バ リ ア 膜 は 、 前 記 コ ン タ ク ト プ ラ グ の 最 上 層 に 配 置 さ れ た 第 ７ の 水 素 バ
リ ア 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 容 量 素 子 。

前 記 コ ン タ ク ト プ ラ グ の 最 上 層 に 、 前 記 第 ４ の 水 素 バ リ ア 膜 と 接 す る 第 ７ の 水 素 バ リ ア
膜 が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 容 量 素 子 。

コ ン タ ク ト 前 記 第 ５ の 水 素 バ リ ア 膜 と 接 す る
て い ４ 又 は ６

、 前 記 導 電 性 水 素 バ リ ア 膜 と 接 す る 第
て い １ か ら ８ の う ち の い ず れ か １ 項 に

前 記 第 ３ の 水 素 バ リ ア 膜 は 、 る よ
う に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 ２ に 記 載 の

の 形 状
に に 形 成 さ れ て い る １ ０

１

３

１

１

２

３



Ｔ ｉ Ｓ ｉ Ｏ 、 Ｔ ａ Ｓ ｉ Ｏ 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｏ Ｎ 、 Ｔ ｉ Ｓ ｉ Ｎ 、 Ｔ ｉ Ｓ ｉ Ｏ Ｎ 、 Ｔ ａ
Ａ ｌ Ｎ 、 Ｔ ａ Ａ ｌ Ｏ Ｎ 、 Ｔ ａ Ｓ ｉ Ｎ 、 Ｔ ａ Ｓ ｉ Ｏ Ｎ 、 Ｔ ｉ 、 及 び Ｔ ａ の う ち の い ず れ か １
つ の 材 料 又 は 複 数 の 材 料 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 容 量 素 子
。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 ６ の 水 素 バ リ ア 膜 は 、 Ｓ ｉ Ｎ 、 Ｓ ｉ Ｏ Ｎ 、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｏ 、 Ｔ ａ Ａ ｌ Ｏ 、
Ｔ ｉ Ｓ ｉ Ｏ 、 及 び Ｔ ａ Ｓ ｉ Ｏ の う ち の い ず れ か １ つ の 材 料 又 は 複 数 の 材 料 を 含 ん で い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 容 量 素 子 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 ７ の 水 素 バ リ ア 膜 は 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 、 Ｔ ｉ Ｓ ｉ Ｎ 、 Ｔ ａ Ａ ｌ Ｎ 、 Ｔ ａ Ｓ ｉ Ｎ 、 Ｔ ｉ
、 及 び Ｔ ａ の う ち の い ず れ か １ つ の 材 料 又 は 複 数 の 材 料 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 に 記 載 の 容 量 素 子 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 容 量 絶 縁 膜 は 、 Ｓ ｒ Ｂ ｉ 2 （ Ｔ ａ x Ｎ ｂ 1 - x ） 2 Ｏ 9 、 Ｐ ｂ （ Ｚ ｒ x Ｔ ｉ 1 - x ） Ｏ 3 、 （ Ｂ
ｉ x Ｌ ａ 1 - x ） 4 Ｔ ｉ 3 Ｏ 1 2 、 （ Ｂ ａ x Ｓ ｒ 1 - x ） Ｔ ｉ Ｏ 3 （ 但 し 、 ０ ≦ ｘ ≦ １ ） 、 又 は Ｔ ａ 2 Ｏ

5  よ り な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 容 量 素 子 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 下 部 電 極 は 、 Ｐ ｔ 、 Ｉ ｒ 、 又 は Ｒ ｕ の 貴 金 属 材 料 の う ち
の い ず れ か １ つ か ら な る 単 層 膜 又 は 複 数 か ら な る 積 層 膜 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 に 記 載 の 容 量 素 子 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 下 部 電 極 は 、 導 電 性 酸 素 バ リ ア 層 を 含 み 、 前 記 導 電 性 酸 素 バ リ ア 層 は 、 Ｉ ｒ 、 Ｉ ｒ
Ｏ 2 、 Ｒ ｕ 、 Ｒ ｕ Ｏ 2 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 、 Ｔ ａ Ａ ｌ Ｎ 、 Ｔ ｉ Ｓ ｉ Ｎ 、 及 び Ｔ ａ Ｓ ｉ Ｎ の う ち の い
ず れ か １ つ か ら な る 単 層 膜 又 は 複 数 か ら な る 積 層 膜 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

に 記 載 の 容 量 素 子 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 基 板 上 に 、 層 間 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 層 間 絶 縁 膜 の 上 に 、 第 １ の 水 素 バ リ ア 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ の 水 素 バ リ ア 膜 及 び 前 記 層 間 絶 縁 膜 に 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 コ ン タ ク ト ホ ー ル の 側 壁 及 び 底 部 を 被 覆 す る よ う に 、 前 記 第 １ の 水 素 バ リ ア 膜 と 接
す る 第 ２ の 水 素 バ リ ア 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 ２ の 水 素 バ リ ア 膜 を 覆 う よ う に 、 下 部 電 極 、 強 誘 電 体 又 は 高 誘 電 体 よ り な る 容 量
絶 縁 膜 、 及 び 上 部 電 極 を 順 次 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 上 部 電 極 の 上 覆 う よ う に 、 前 記 第 １ の 水 素 バ リ ア 膜 と 接 す る 第 ３ の 水 素 バ リ ア
膜 を 形 成 す る 工 程 と す る こ と を 特 徴 と す る 容 量 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 基 板 上 に 、 層 間 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 層 間 絶 縁 膜 の 上 に 、 第 １ の 水 素 バ リ ア 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ の 水 素 バ リ ア 膜 の 上 に 、 上 層 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 上 層 絶 縁 膜 、 前 記 第 １ の 水 素 バ リ ア 膜 及 び 前 記 層 間 絶 縁 膜 に 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル を
形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 コ ン タ ク ト ホ ー ル の 側 壁 及 び 底 部 を 被 覆 す る よ う に 、 前 記 第 １ の 水 素 バ リ ア 膜 と 接
す る 第 ２ の 水 素 バ リ ア 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、

記 上 層 絶 縁 膜 を 選 択 的 に 除 去 す る こ と に よ り 、 前 記 第 １ の 水 素 バ リ ア 膜 の 上 面 前
記 第 １ の 水 素 バ リ ア 膜 よ り も 高 い 位 置 に 存 在 し て い る を 露 出 さ せ
る 工 程 と 、
　 前 記 第 ２ の 水 素 バ リ ア 覆 う よ う に 、 下 部 電 極 、 強 誘 電 体 又 は 高 誘 電 体 よ り な る 容 量
絶 縁 膜 、 及 び 上 部 電 極 を 順 次 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 上 部 電 極 の 上 覆 う よ う に 、 前 記 第 １ の 水 素 バ リ ア 膜 と 接 す る 第 ３ の 水 素 バ リ ア
膜 を 形 成 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 容 量 素 子 の 製 造 方 法 。
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【 請 求 項 ２ ６ 】
　
　 前 記 エ ッ チ ン グ は 、 前 記 上 層 絶 縁 膜 と 前 記 第 １ の 水 素 バ リ ア 膜 と の エ ッ チ ン グ レ ー ト の
比 、 及 び 、 前 記 上 層 絶 縁 膜 と 前 記 第 ２ の 水 素 バ リ ア 膜 と の エ ッ チ ン グ レ ー ト の 比 が 、 そ れ
ぞ れ １ ０ ： １ 以 上 と な る よ う に 行 な わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 容 量 素 子
の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 上 層 絶 縁 膜 は 、 Ｓ ｉ Ｏ 2  よ り な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 容 量 素 子 の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 エ ッ チ ン グ は 、 フ ッ 酸 を 使 用 し た ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 に 記 載 の 容 量 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 エ ッ チ ン グ は 、 フ ッ 素 と 酸 素 と の 混 合 ガ ス を 使 用 し た ド ラ イ エ ッ チ ン グ で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 容 量 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 第 の 水 素 バ リ ア 膜 を 形 成 す る 工 程 は 、 前 記 ホ ー ル の 側 壁 及 び 底 部 並 び に 前 記 層 間
絶 縁 膜 の 上 面 に 水 素 バ リ ア 材 料 を 形 成 し た 後 、 Ｃ Ｍ Ｐ 法 又 は エ ッ チ バ ッ ク 法 に よ り 、 前 記
層 間 絶 縁 膜 の 上 面 に 形 成 さ れ て い る 前 記 水 素 バ リ ア 材 料 を 選 択 的 に 除 去 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 に 記 載 の 容 量 素 子 の 製 造 方 法 。
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前 記 上 層 絶 縁 膜 を 選 択 的 に 除 去 す る 工 程 は 、 エ ッ チ ン グ に よ り 行 な い 、
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